
健康と福祉のかわら版

11月の３歳児健診

2の3区
小林　侑

ゆき
乃
の

 ちゃん
3区

佐藤　りん ちゃん

9の3区
佐藤　咲

さ
来
ら

 ちゃん

1区
上野　那

な
菜
な

 ちゃん
5の1区

及川　楓
ふう

真
ま

 くん

9の3区
佐藤　結

ゆ
月
づき

 ちゃん
9の2区

野田　伊
い

織
おり

 くん
5の1区

上野　由
ゆ

姫
き

奈
な

 ちゃん

短台区
江刺　瑞

みず
生
き

 くん
岸ケ森区

佐々木　ゆあん ちゃん
長根区

木村　美
み

月
づき

 ちゃん
城山区

伊藤　虹
こ

陽
はる

 ちゃん

ご存知ですか？ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

問い合わせ先　健康課健康づくり班　☎25-7973
喫 煙がもたらす危険な肺の病気

　ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）は、主にタバコの煙など
の有害物質を長期間吸い込むことで肺が壊れる進行性の
病気です。重症化すると、少し動くだけでも息切れして
しまい、酸素吸入が必要になるなど生活に大きな影響が
あります。
　最大の原因はタバコであり、ＣＯＰＤ患者の90％は
喫煙者といわれています。一度壊れた肺の機能は戻るこ
とはありません。
　ＣＯＰＤの予防には禁煙が効果的です。禁煙は喫煙者
のＣＯＰＤを予防するだけでなく、周囲の人への受動喫
煙防止にもつながります。

　タバコを長期間吸っている人で、1日に何度も咳が出
る、息切れしやすい、黄色い粘り気がある痰

たん
が出る、呼

吸をするとゼイゼイ・ヒューヒューと音がするなどの症
状がある人は、かかりつけ医に相談しましょう。
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公民館だより

も
、
東
京
・
有
楽
町
の
み
や
ぎ
移

住
交
流
フ
ェ
ア
で
は
、
涌
谷
町
の

Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
11
月

に
は
石
垣
島
の
写
真
ク
ラ
ブ『
美

ら
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
』の
仲
間
と
の
写
真

展
に
、
涌
谷
の
秋
を
テ
ー
マ
に
15

点
を
展
示
。
紅
葉
の
な
い
島
の

方
々
に
大
変
喜
ば
れ
、「
こ
れ
が
秋

か
！
」と
目
を
輝
か
せ
た
小
学
生

の
姿
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
商
店
街
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
講
座
を
修
了

し
、
県
知
事
か
ら
修
了
証
を
拝
受

し
ま
し
た
。
視
察
や
講
話
で
得
た

学
び
を
、
ま
ち
中
エ
リ
ア
活
性
化

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験
と
と
も

に
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
す
が
真ま

雁が
ん

や
白
鳥
が
往
来
す
る
景
色
に
心
を

温
め
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ど
う
ぞ
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
６
月
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
着
任
し
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
期
間
で
最
も
大
き
な
挑

戦
は
、
涌
谷
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
の
制
作
で
す
。「
町
の
暮

ら
し
を
、
も
っ
と
近
く
、
も
っ

と
便
利
に
」を
軸
に
構
成
を
整
え
、

町
民
が
利
用
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

を
検
討
。
無
事
、
11
月
１
日（
土
）

の
公
開
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

活
動
を
支
え
る
大
き
な
力
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
で
す
。

町
民
文
化
祭
な
ど
で
金
継
ぎ
作
品

を
展
示
し
、「
や
っ
て
み
た
い
」と

の
声
を
多
数
い
た
だ
き
、
金
継
ぎ

が
人
の
ご
縁
ま
で
つ
な
ぐ
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
技
術
を

磨
き
、
金
継
ぎ
教
室
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
で
始
め
た
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
教
室
は
好
評
で
、
参
加
者
の

方
々
が「
で
き
た
！
」と
明
る
く
な

る
姿
が
嬉う
れ

し
く
、
来
年
か
ら
定
期

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
他
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊

コ
ラ
ム
リ
レ
ー

～
黄お
う

金ご
ん

発は
っ

掘く
つ

日に
っ

誌し

～

問い合わせ先　涌谷公民館（生涯学習課） 　☎ 43-3001

涌谷町地域おこし協力隊
　　　　　内藤康

や す

子
こ

隊員

   第20回涌谷高校書道部書作展
　本年度の各種書道展や文化祭などで制作した作品と、
書道の授業で制作した作品を展示します。

▼期間　1月25日（日）～2月14日（土）
　　　　9時30分～16時30分
　　　　初日は13時から
　　　　最終日は12時まで
　　　　（毎週水曜日は休館日）

▼場所　くがね創庫　 ▼入場料　無料

▼問い合わせ先　くがね創庫　☎43-6066

　　�
�
� 　
　涌谷公民館図書室
　1月7日は人日の節句にちなんで、健康に関する本を紹
介します。
【一般書】歩く マジで人生が変わる習慣� 著  池田光

み つ

史
ふ み

　「歩く」という人間の本質的な行為が、いかに私たちの
脳と身体を鍛え抜き、生産性やクリエイティビティを高
め、さらには現代人が抱えるあらゆる問題を解決する鍵
になるのかをさまざまな視点から描かれる一冊です。

ちいさなちいさなおはなし会（対象年齢3歳以上）
　紙芝居や絵本の読み聞かせ会を1月24日（土）10時30
分から11時まで涌谷公民館談話室で開催します。
　事前申込は不要です。お気軽に遊びに来てください。

蔵書点検による休室のお知らせ
　蔵書点検を行うため、2月3日（火）から2月11日（水）ま
で休室となります。ご不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

▼問い合わせ先　涌谷公民館図書室　☎25-5501

   涌谷公民館美術作品展
　涌谷高校美術部の作品展を開催し
ます。高校生が本気で制作した美術
作品を鑑賞してみませんか？

▼期間　2月2日（月）～2月23日（月）
　　　　9時～21時

▼場所　涌谷公民館

▼入場料　無料

   大崎・栗原圏域文化財巡回パネル展
　大崎および栗原圏域の各市町に伝わる民俗や芸能など
をパネルで展示します。涌谷町は、明治時代後半から大
正時代にかけて、町の特産品として盛んに作られた杞

き

柳
りゅう

細
ざい

工
く

を紹介します。

▼期間　1月20日（火）～2月5日（木）
　　　　9時～21時

▼場所　涌谷公民館　 ▼入場料　無料

   涌谷高校の生徒による「小さな美術館」
　涌谷高校２学年の総合的な探究の時間で、涌谷町を彩
り豊かな町にしたいと考え、小さな美術館を計画しまし
た。涌谷高校の生徒が作った作品やきものリフォーム倶
楽部からお借りした作品を展示します。

▼期間　1月16日（金）～1月29日（木）9時30分～14時30分

▼場所　涌谷公民館　 ▼入場料　無料

▼主催　涌谷高校２学年「総合的な探究の時間」
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戸 籍の 窓

涌谷町の人口

11月1日～30日届出分

  11月30日現在（　）内は前月比

誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

町民生活課総合窓口班で掲載希望の有無につ
いて確認をとり、希望された人のみ掲載して
います。

（行政区順　敬称略）

人口と世帯
人口計
男　性
女　性
世帯数

１３,９９７人
６,８９３人
７,１０４人
５,９７９世帯

（－１１人）
（－１１人）
（　　０人）
（－１世帯）

令和7年11月の動き
出生　　２人
転入　２５人

死亡　２３人
転出　１５人

令和7年の出生および死亡
出生　３５人 死亡　２３９人

休日診療当番医

子どもの救急医療情報

各感染症の感染拡大を防止するため、発熱している場合は、一度電話連絡の上、病院で受診するよう、お願いします。
受診の際には保険証を持参してください。診療時間は9時～17時です。当番医は変更になる場合があります。

石巻市夜間急患センター

電話番号 0225-94-5111

夜間診療時間
月～金：19時～22時
土曜：18時～翌朝7時
日曜日・祝日：18時～翌朝6時（翌日が祝日の場合は翌朝7時まで）

宮城県こども夜間安心コール
　夜間の子どもの急な発熱・怪我の
ときの電話相談です。診療は行いま
せん。

電話番号
プッシュ回線の固定電話・携帯電話から：#8000
プッシュ回線以外の固定電話・PHSから：022-212-9390

相談時間 毎日午後7時から翌朝8時まで

涌谷町公式ＳＮＳからお得な情報をチェック！
ダウンロードは右記二次元コードから。

も
、
東
京
・
有
楽
町
の
み
や
ぎ
移

住
交
流
フ
ェ
ア
で
は
、
涌
谷
町
の

Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
11
月

に
は
石
垣
島
の
写
真
ク
ラ
ブ『
美

ら
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
』の
仲
間
と
の
写
真

展
に
、
涌
谷
の
秋
を
テ
ー
マ
に
15

点
を
展
示
。
紅
葉
の
な
い
島
の

方
々
に
大
変
喜
ば
れ
、「
こ
れ
が
秋

か
！
」と
目
を
輝
か
せ
た
小
学
生

の
姿
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
商
店
街
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
講
座
を
修
了

し
、
県
知
事
か
ら
修
了
証
を
拝
受

し
ま
し
た
。
視
察
や
講
話
で
得
た

学
び
を
、
ま
ち
中
エ
リ
ア
活
性
化

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験
と
と
も

に
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
す
が
真ま

雁が
ん

や
白
鳥
が
往
来
す
る
景
色
に
心
を

温
め
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ど
う
ぞ
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

氏　名 行 政 区

井　田　憲
けん

　章
しょう

７ 区

吉　岡　流
る

　菜
な

9 の 2 区

生まれた人 お亡くなりになった人

日　程 医療機関名 電話番号

1月  1日（木） 涌 谷 町 国 保 病 院（涌谷町） ☎43-5111

1月  2日（金） 東 泉 堂 病 院（涌谷町） ☎42-3333

1月  3日（土） わ く や 整 形 外 科（涌谷町） ☎43-5553

1月  4日（日） 米 谷 医 院（涌谷町） ☎44-1133

日　程 医療機関名 電話番号

1月11日（日） 熱 海 医 院（美里町） ☎33-2020

1月12日（月） 宮 野 内 科 医 院（涌谷町） ☎43-5031

1月18日（日） いせ内科クリニック（美里町） ☎87-8767

1月25日（日） 美里町立南郷病院（美里町） ☎58-1234

氏　　名 年齢 行政区

海　上　みよこ 91 2 の 1 区
石　山　啓　三 72 2 の 3 区
山　本　すじよ 96 9 の 3 区
石　川　な　つ 91 9 の 3 区
只　野　せい子 95 1 1 区
星　　　なほ子 87 下小塚区
遠　藤　要之助 83 下小塚区

氏　　名 年齢 行政区

鈴　木　紀　子 89 城 山 区
中　川　　　勝 84 上 町 区
佐　藤　正　好 75 上 郡1区
佐　藤　仁　義 65 小 里 区
二　瓶　博　貴 29 吉 住 区
阿　部　きよ子 85 大谷地区

涌
谷
町
議
会
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測
り 

削
り 

組
み
上
げ
る

若
き
匠
た
ち
の
挑
戦�

　

令
和
７
年
11
月
１
日（
土
）に
、

令
和
７
年
度
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
宮
城
県
大
会
の
木
材

加
工
部
門
が
開
催
さ
れ
、
古
川
工

業
高
校
建
築
科
で
、
建
築
研
究
部

２
年
の
和
田
心
花
さ
ん
が
優
勝
、

同
じ
く
２
年
の
秋
山
躍
斗
さ
ん
が

第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
優
勝
を

果
た
し
た
和
田
さ
ん
は
、
来
年
度

青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会

に
、
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。

　

２
人
は
涌
谷
町
出
身
で
、
中
学

時
代
は
、
和
田
さ
ん
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
秋
山
さ
ん
は
サ
ッ

カ
ー
部
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
古

川
工
業
高
校
建
築
科
へ
の
進
学
の

き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
和
田
さ
ん

は
「
父
が
自
宅
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
よ
く

し
て
お
り
、
工
具
に
触
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
。
そ
の
影
響
で
も
の

づ
く
り
が
好
き
に
な
り
、
同
校
を

選
ん
だ
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま

た
、
秋
山
さ
ん
は
「
祖
父
が
日
曜

大
工
を
す
る
姿
を
見
て
、
幼
い
頃

か
ら
大
工
に
な
り
た
か
っ
た
」
と

語
り
ま
す
。

　

進
学
後
、
木
材
加
工
の
技
術
を

高
め
、
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
知

識
を
深
め
る
た
め
、
２
人
は
建
築

研
究
部
に
入
部
。
同
部
は
、
パ
ズ

ル
や
プ
ラ
ン
タ
ー
、
積
み
木
な
ど

の
木
工
作
品
を
製
作
し
、
文
化
祭

や
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
・
販
売

し
て
い
る
ほ
か
、
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
木
材
加
工
部
門

へ
の
出
場
に
向
け
た
木
材
加
工
技

術
の
習
得
な
ど
を
主
な
活
動
と
し

て
い
ま
す
。
入
部
後
、
２
人
は
同

大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
標
と
し

て
練
習
に
励
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

木
材
加
工
部
門
は
、
一
次
審
査

で
は
40
分
間
で
現
寸
図
を
作
成
し
、

二
次
審
査
で
は
そ
の
図
面
を
基
に
、

角
材
の
状
態
か
ら
木
ご
し
ら
え
・

加
工
・
組
立
ま
で
を
３
時
間
で
行

い
、
完
成
し
た
作
品
の
精
度
を
競

い
ま
す
。
木
材
は
一
本
一
本
に
癖

や
水
分
量
の
違
い
が
あ
り
、
わ
ず

か
な
誤
差
が
仕
上
が
り
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
寸
法
の
正
確
さ
は

も
ち
ろ
ん
、
木
材
同
士
を
隙
間
な

く
、
か
つ
、
き
つ
す
ぎ
な
い
状
態

で
組
み
上
げ
る
高
度
な
技
術
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
大
会
で
は
、
和
田
さ

ん
は
７
位
、
秋
山
さ
ん
は
２
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
に
満
足
せ
ず
、
こ
の
１
年
間
は

よ
り
精
密
な
作
品
の
製
作
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
和
田
さ
ん
が
最

も
苦
労
し
た
の
は
、
斜
め
に
立
つ

柱
の
底
面
加
工
で
す
。「
底
面
は

正
方
形
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
ひ

し
形
に
し
な
い
と
隙
間
が
生
ま
れ

る
。
角
材
は
正
方
形
な
の
で
、
そ

れ
を
ひ
し
形
に
整
え
る
癖
取
り
作

業
が
本
当
に
難
し
か
っ
た
。
削
り

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
何

度
も
確
認
し
な
が
ら
進
め
た
」。

秋
山
さ
ん
は
、
細
部
の
精
密
な
加

工
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
現

寸
図
が
ず
れ
る
と
、
組
み
立
て
た

時
に
わ
ず
か
に
入
ら
な
か
っ
た
り

緩
く
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
目

印
の
墨
線
を
ど
こ
ま
で
残
し
て
切

断
す
る
か
、
そ
の
数
ミ
リ
の
判
断

で
完
成
度
が
大
き
く
変
わ
る
。
し

か
も
３
時
間
以
内
に
全
工
程
を
仕

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

時
間
配
分
も
難
し
か
っ
た
」
と
競

技
の
厳
し
さ
を
明
か
し
ま
す
。

　

そ
し
て
迎
え
た
令
和
７
年
度
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
宮

城
県
大
会
。
県
内
各
地
の
工
業

高
校
か
ら
10
人
の
生
徒
が
参
加
し
、

磨
き
上
げ
て
き
た
木
材
加
工
の
腕

前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

和
田
さ
ん
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
、

秋
山
さ
ん
が
第
３
位
。「
昨
年
は

時
間
内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
精

一
杯
だ
っ
た
が
、
今
年
は
時
間
に

令
和
８
年
１
月
１
日
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余
裕
が
で
き
、
細
部
の
精
密
さ
に

こ
だ
わ
れ
た
こ
と
が
勝
因
。
優
勝

で
き
て
誇
ら
し
い
」
と
和
田
さ
ん
。

秋
山
さ
ん
は
「
昨
年
２
位
で
、
今

年
こ
そ
は
優
勝
を
目
指
し
て
い
た

だ
け
に
悔
し
さ
も
あ
る
が
、
作
品

は
昨
年
よ
り
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ

た
」
と
前
を
向
き
ま
す
。

　

顧
問
の
鈴
木
真ま

さ

暢の
ぶ

先
生
は
「
二

人
は
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
技
術
を

高
め
て
き
た
。
和
田
さ
ん
は
地
道

に
努
力
を
続
け
、
秋
山
さ
ん
は
研

究
熱
心
で
改
善
点
を
考
え
続
け
る

生
徒
。
今
回
の
結
果
は
、
そ
の
積

み
重
ね
の
賜
物
」
と
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
高
校
生
も
の

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
に

出
場
予
定
の
和
田
さ
ん
は
「
さ

ら
に
精
密
さ
を
磨
き
、
出
場
す
る

か
ら
に
は
上
位
入
賞
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
一
方
、

秋
山
さ
ん
も
「
大
会
へ
の
挑
戦
は

こ
れ
で
一
区
切
り
で
す
が
、
こ
こ

で
身
に
つ
け
た
技
術
や
知
識
を
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
前

を
見
据
え
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に

す
べ
て
を
懸
け
た
２
人
の
挑
戦
は
、

揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
確
か
な
基
礎

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
支

え
続
け
ま
す
。

-The gold of WAKUYA-

ご
ん

お
う

び
と

古川工業高校建築研究部２年生

和田 心
み

花
は な

さん（写真左）・秋山 躍
や く

斗
と

さん（写真右）


